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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．８６ 東北森林管理局

取 組 名 森林病害虫等防除由利地域連絡協議会（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・由利地域振興局会議室（連絡調整会議）
実施日 平成２３年５月２７日（金）

・由利地域振興局会議室（連絡協議会）
平成２３年１１月７日（月）

取組の背景及 松くい虫、ナラ枯れが発生していることから、森林病害虫防
び必要性 除を推進することにより被害の拡大を防止し、森林資源の保護、

自然環境の保全を図る。

流域内の松くい虫被害に対し、適期に徹底した薬剤散布を実
施するため、連絡調整会議を開催し、民・国連携した防除体制
を確立。また、ナラ枯れに対する監視体制を強化するため、民

取 組 の 内 容 ・国一体となったパトロール計画を設定するとともに、効果的、
効率的な防除対策を講じるため、ワーキンググループを開催し
「ナラ枯れ防除実施方針」について検討を深めた。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （パトロール・予防・防除）

連携協働相 秋田県・由利本荘市、にかほ市・本荘由利森林組合・JR 東日本
手先・役割 （パトロール・予防・防除）

取組の結果、 森林病害虫防除対策の必要性や国有林の対策について理解が
反響、今後の 得られたほか、民・国一体となった防除が出来た。松くい虫被
課題等 害は減少傾向にあるものの、平成 23 年度以降についても地域

住民の理解と協力を得ながら予防・防除を推進するとともに、
ナラ枯れについては監視パトロールを強化し、ナラ枯れ防除方
針に基づき適切な防除対策を実施する必要がある。

ＰＲの実施状 ＰＲ：由利地域連絡協議会等で取り組み状況を説明。報道機関
況及びその期 及び市広報誌等へ情報提供。隣接町内会等へのチラシ配
待する効果 布。

効果：国有林が進める森林病虫害対策に地域住民の理解と協力
が得られる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林病害虫等防除由利地域連絡協議会

○薬剤の地上散布（松くい虫） ○薬剤の地上散布（松くい虫）

○伐倒くん蒸処理（ナラ枯れ） ○伐倒くん蒸処理（ナラ枯れ）

○薬剤処理（ナラ枯れ） ○連絡調整会議
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．８７ 東北森林管理局

取 組 名 低コスト木材生産技術現地検討会（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市谷地沢
実施日 平成２３年１１月２５日（金）

取組の背景及 森林・林業再生プランに基づく森林整備の促進については、
び必要性 民有林・国有林が連携して取り組むことが重要であり、そのた

めに「森林施業共同団地」の設定による施業の集約化を図るこ
とが大きな課題となっている。

県や地元自治体、子吉川流域林業活性化センター、森林組合、
森林農地整備センターから１６名が参加し、森林共同施業団地
の推進をテーマに、国有林と市有林、水源林造成地（森林農地

取 組 の 内 容 整備センター）が隣接する谷地沢において開催。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （企画・進行・資料準備等）

連携協働相 秋田県由利地域振興局、子吉川流域林業活性化センター、由利
手先・役割 本荘市、にかほ市、本荘由利森林組合、森林農地整備センター

（施業予定箇所の情報提供等）

取組の結果、 それぞれの森林所有者から森林概況や今後の整備計画などに
反響、今後の ついて説明を受け、森林共同施業団地の可能性について意見交
課題等 換を行い、民国一体の路網整備が設定メリットとして大きな部

分を占めていることから、関係者が事前に情報交換して取り組
むことを確認。

ＰＲの実施状 ＰＲ：各種会議を通じ周知。プレスリリース。ホームページ掲
況及びその期 載。
待する効果 効果：民国連携による施業の効率化とともに、森林整備の計画

的実施が図られる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 低コスト木材生産技術現地検討会

○主催者挨拶（由利森林管理署長） ○森林概況説明（由利本荘市）

○森林概況説明（森林農地整備センター） ○意見交換（現地）

○意見交換（現地） ○意見交換（由利森林管理署）
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．８８ 東北森林管理局

取 組 名 一般市民を対象とした森林環境教育（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市「桑ノ木台湿原」
平成２３年６月７日（火）

・秋田県由利本荘市「法体の滝」
平成２３年１０月６日（木）

取組の背景及 一般市民が森林・林業、自然環境に関心がありニーズが高い
び必要性

取 組 の 内 容 一般市民を対象に新聞等で参加者を募集し、春と秋の２回実施。

【春】新緑の桑ノ木台湿原散策ツアー
桑ノ木台湿原（レク森）、鳥海ブナ林施業公園、竜ヶ原
湿原 の散策 ３６名参加

【秋】鳥海山自然休養林森林浴ツアー
法体の滝（特定地理等保護林）、竜ヶ原湿原、鳥海ブナ
林施業公園 ２４名

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （企画・募集・案内・資料準備）

連携協働相
手先・役割

取組の結果、 事前の問い合わせを含め申込者が定員を上回る人気となって
反響、今後の いる。参加者からは「森林管理署が豊かな自然を守っているこ
課題等 とを感じることが出来た」との感想が寄せられている。一般市

民が森林・林業、自然環境に関心がありニーズが高いことから
引き続き取り組んでいく必要がある。

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース
況及びその期 効果：募集記事掲載等により、多くの国民に森林・林業、国有
待する効果 林野事業への理解が図られる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 一般市民を対象とした森林環境教育（継続）

○新聞報道（秋田魁 H23.5.20 ） ○春ツアー（桑ノ木台湿原）

○春ツアー（竜ヶ原湿原）

○秋ツアー（法体の滝渓谷） ○秋ツアー（竜ヶ原湿原周回コース）
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．８９ 東北森林管理局

取 組 名 小中学生のための森林環境教育（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市水林国有林「遊々の森」
実施日 平成２３年９月２９日（木）

・秋田県由利本荘市水林国有林
平成２３年１０月２７日（木）

取組の背景及 学校からのニーズ、要望が高いことから小中学生のための森
び必要性 林環境教育を推進し、次代を担う子どもたちへ森林の大切さを

理解してもらう。

取 組 の 内 容 ・秋田県由利本荘市立鶴舞小学校５年生（６３名）
「遊々の森」でドングリの実を使用した保育ブロック・ウッ
ドガードによる試験植栽の体験と自然観察を実施。

・秋田県由利本荘市立亀田小学校５年生（７名）
「森林づくりの集い」に参加し、松くい虫被害箇所の海岸林
にクロマツを植栽。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （講師・案内・資料準備・植樹指導）

連携協働相 由利本荘市教育委員会、関係小学校、秋田林業土木協会、森林
手先・役割 ボランティア団体

（事前教育・引率・教材準備・植樹指導）

取組の結果、 自然観察や植樹体験を行い、森林の大切さと役割、松くい虫
反響、今後の 被害対策、国有林の果たしている役割等について学習。教育委
課題等 員会、学校・生徒の反響も大きく、継続した開催の要望が強い

ことから、今後とも森林環境教育の充実に努める必要がある。

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース、学校を通じた保護者へのＰＲ
況及びその期 効果：国有林の取り組みへの評価が高まり、森林や国有林の果
待する効果 たしている役割等について理解の増進が図られる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 小中学生のための森林環境教育（継続）

○鶴舞小学校（ドングリの実植栽） ○鶴舞小学校（植樹指導）

○鶴舞小学校（万華鏡による自然観察） ○鶴舞小学校（記念写真）

○亀田小学校（クロマツ植樹） ○亀田小学校（クロマツ植樹）
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９０ 東北森林管理局

取 組 名 ボランティアと連携した松くい虫被害林の再生（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市水林国有林
実施日 平成２３年１０月２７日（木）

取組の背景及 水林地区の海岸林は、松くい虫被害が著しく、森林再生によ
び必要性 る公益的機能の増進が地域から求められている。このためボラ

ンティア団体等と連携し地域と一体となった再生活動を実施。

取 組 の 内 容 【これまでの取組内容】
森林ボランティア団体等と連携し、地元小学校や福祉団体、

一般市民の参加による植樹会を実施し、これまでクロマツや広
葉樹（郷土樹種）4，100 本を植栽し、延べ 684 名が参加して
いる。なお、平成２０年度からは名称を「森林づくりの集い」
として開催。
【平成２３年度の取組内容】

由利本荘市及び森林ボランティア３団体と共催し、市立亀田
小学校５年生や一般市民等 85 名の参加により、クロマツ 1，900
本の植樹を実施。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （企画・準備・進行・指導・資料準備）

連携協働相 由利本荘市、岩谷小学校、森林ボランティア団体
手先・役割 （事前学習・引率・準備・指導）

取組の結果、 プレスリリースを積極的に行った結果、秋田魁新聞、読売新
反響、今後の 聞で報道されるなど反響も大きく、継続した取り組みの要望が
課題等 強い。今後も森林ボランティア団体等と連携を図り、松くい虫

被害森林の再生が市民活動となるよう積極的な働きかけを行
う。

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース、由利本荘市広報への情報提供
況及びその期 効果：森林・林業の果たしている役割、国有林野役割等につい
待する効果 て理解の増進が図られ、地域と一体となった活動が展開

できる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 ボランティアと連携した松くい虫被害林の再生（拡充）

○新聞報道（秋田魁 H23.10.28（金））

○クロマツ植樹 ○クロマツ植樹

○記念標柱埋設 ○参加者記念写真撮影
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９１ 東北森林管理局

取 組 名 国有林材の利用促進並びにＰＲ（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市木材流通センター
実施日 平成２３年１０月１６日（日）

・秋田県由利本荘市格技場外
平成２３年１０月２９日（土）～３０日（日）

取組の背景及 木工品の展示・販売により国有林材の利用促進をＰＲすると
び必要性 ともに、写真パネルの展示コーナーを併設し国民の森林をＰＲ

する。

取 組 の 内 容 「本荘由利森林組合まつり」、「由利本荘市米まつり」に職員
手づくりの木工品の展示販売や、松くい虫被害森林の再生活動
や緑の回廊・森林環境教育活動等の写真パネルを展示し、国民
の森林をＰＲ。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （木工品展示販売・写真パネル展示案内）

連携協働相 本荘由利森林組合、由利本荘市
手先・役割 （企画・準備・進行等）

取組の結果、 入場者から森林の再生や森林環境教育、木材利用の推進等の
反響、今後の 取り組みに対して激励を頂くなど、国有林に対する理解が深ま
課題等 っている。（入場者：森林組合まつり 600 名・米まつり 1500 名）

ＰＲの実施状 ＰＲ：由利本荘市広報誌による行事案内
況及びその期 効果：国有林材の利用促進並びに国有林の取り組みに対する理
待する効果 解が深まった。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 国有林材の利用促進並びにＰＲ

○森林組合まつり（木工品展示販売） ○森林組合まつり（木工品展示販売）

○由利本荘市米まつり（パネル展示） ○由利本荘市米まつり（木工品展示販売）

○由利本荘市米まつり（開会セレモニー） ○由利本荘市米まつり（開会セレモニー）
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９２ 東北森林管理局

取 組 名 ボランティアによる森林づくり支援（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・由利本荘市水林国有林
実施日 平成２３年７月１０日（日）

・由利本荘市田尻国有林
平成２３年８月９日（火）

取組の背景及 水林地区海岸林は松くい虫被害が著しく、ボランティアの森
び必要性 林再生活動への関心が高いことから、フィールドの提供と技術

指導の支援を行い、地域と一体となった森林整備を進める。

取 組 の 内 容 【これまでの取組内容】
平成１７年度に設立された森林ボランティア団体（水林海岸防
備林を松くい虫被害から再生する会（以下、「再生する会」）
による、クロマツの植樹や下刈り作業等の活動を支援。なお、
「再生する会」は６年間の活動により被害箇所の植樹がほぼ完
了したとして、平成２１年度の活動を最後に会を解散し、新た
に「本荘海岸林を守る会」が結成（平成２２年度）され、引き
続き連携を確認。
【平成２３年度の取組内容】
「本荘海岸林を守る会」によるクロマツ植樹箇所の下刈り作業
（0.34ha）及び由利森林管理署と共催して海岸林のクリーンア
ップを実施。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （フィールドの提供、技術安全指導）

連携協働相 本荘海岸林を守る会
手先・役割 （役務の提供）

取組の結果、 森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体の活動が、新聞等で報道されることにより、
反響、今後の ボランティア団体の活動意欲が高まる。
課題等

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース、由利本荘市広報への情報提供
況及びその期 効果：地域住民に国有林の取り組みが理解され、評価が高まっ
待する効果 た。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 ボランティアによる森林づくり支援（継続）

○森林づくり活動（下刈作業） ○森林づくり活動（下刈作業）

○森林づくり活動（参加者記念撮影） ○森林づくり活動（道具の手入れ）

○クリーンアップ活動 ○クリーンアップ活動
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９３ 東北森林管理局

取 組 名 高校生のための森林環境教育（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市水林国有林
実施日 平成２３年４月２７日（水）Ａ組

平成２３年５月１７日（水）Ｂ組
・秋田県にかほ市中島台レク森

平成２３年１０月１７日（月）

取組の背景及 矢島高校の総合学習（「地域の自然理解と体験学習」）を支
び必要性 援し、国民の森林としての理解の醸成を図る。

取 組 の 内 容 【森林教室】
１年生８１名を対象にＡ組とＢ組の２回に分けて、松くい虫

被害箇所に実生更新したクロマツ林の本数調整伐を体験。なお、
平成２３年１１月１２日に行われた理科研究発表会において、
森林教室の取り組みを「海岸林再生プロジェクト」として報告
し、斎藤憲三賞を受賞。
【自然観察と森林浴】

１年生８１名を対象に、鳥海自然休養林にある「獅子ヶ鼻湿
原」の自然観察と森林浴を実施。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （企画・案内・指導・資料準備）

連携協働相 秋田県立矢島高校
手先・役割 （事前教育・引率）

取組の結果、 体験林業と自然観察に参加しての感想として、「自然に生え
反響、今後の てきたマツも手を加えないと立派な松林にならないことがわか
課題等 った」「地域にこんなに素晴らしい自然景観があることに感動

した」との声が寄せられた。学校からは継続したプログラムの
実施について要望があり、次年度以降も更に内容を充実して取
り組む必要がある。

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース
況及びその期 効果：国有林の取り組みへの評価が高まるほか、森林の果たし
待する効果 ている役割、国有林の役割等について体験学習を通じて

理解の増進が図られる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 高校生のための森林環境教育

○新聞報道（秋田魁 H22.4.29） ○森林教室（天然生クロマツ林整備）

○天然生クロマツ林整備 ○森林教室（天然生クロマツ林整備）

○自然観察と森林浴（鳥海自然休養林）

○森林教室（座学）
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９４ 東北森林管理局

取 組 名 「遊々の森」活用による森林環境教育（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市水林国有林【遊々の森】
実施日 平成２３年９月２９日（木）

取組の背景及 平成１７年１１月に由利本荘市教育委員会と締結した「遊々
び必要性 の森」において、自然体験学習を推進。

【これまでの取組内容】
平成１７年度以降、市立鶴舞小学校５・６年生を対象にケヤ

キなどの郷土樹種 1，850 本の記念植樹と万華鏡などを活用し
取 組 の 内 容 た自然観察会を実施し、これまで 663 名の生徒が参加。

【平成２３年度の取組内容】
市立鶴舞小学校５年生 63 名を対象に、ドングリの実を保育ブ

ロック・ウッドガードを使用してミズナラ等 280 本の植樹と万
華鏡を使った自然観察会(紅葉の不思議）を実施。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （企画・準備・指導・資料準備）

連携協働相 由利本荘市教育委員会、鶴舞小学校
手先・役割 （事前教育・引率）

取組の結果、 平成１７年度から取り組まれている「遊々の森」活動が評価
反響、今後の されて、「平成２３年度・森林からの感謝状」が東北森林管理
課題等 局長より授与された（H24.2.29）。

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース、由利本荘市広報へ情報提供
況及びその期 効果：国有林の評価が高まるほか、森林の果たしている役割や
待する効果 国有林の役割等について体験学習を通じて理解の増進が

図られる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 「遊々の森」活用による森林環境教育

○植樹指導 ○植樹体験

○植樹体験 ○記念標柱設置

○万華鏡で自然観察 ○記念写真
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９５ 東北森林管理局

取 組 名 企業と連携した松くい虫被害林の再生（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市水林国有林
実施日 平成２３年７月１３日（水）

取組の背景及 水林地区海岸林は、松くい虫被害が著しく、森林再生に対す
び必要性 る企業等の関心も高い。このため企業と連携した森林再生活動

を推進する。

取 組 の 内 容 【これまでの取組内容】
平成１９年に「ＪＡ秋田しんせい合併１０周年事業」として

行ったクロマツ植樹箇所の保育作業（下刈）を実施。
【平成２３年度取組内容】

４年目となる下刈りをＪＡ秋田しんせい職員８名が機械と人
力により実施。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （技術安全指導）

連携協働相 ＪＡ秋田しんせい
手先・役割 （役務等提供）

取組の結果、 松くい虫被害箇所を国有林がフィールドとして提供し、連携
反響、今後の 相手側が植樹から保育（下刈）完了までの期間、森林の再生に
課題等 携わる意義は大きく、今後より一層連携を強めていく必要があ

る。

ＰＲの実施状 効果：企業等と連携した森林整備を進め、森林の大切さと公益
況及びその期 的機能の啓発及び森林・林業、国有林野事業への国民の
待する効果 理解の増進が図られる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 企業と連携した松くい虫被害林の再生

○下刈り作業 ○下刈り作業

○下刈り作業完了 ○下刈り作業完了

○下刈り作業完了 ○植樹祭記念看板
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９６ 東北森林管理局

取 組 名 松林健全化ボランティア作業の支援（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市石脇字田尻海岸林
実施日 平成２３年１１月１９日（土）

・秋田県にかほ市金浦字下谷地海岸林
平成２３年１１月２０日（土）

取組の背景及 化石燃料等の普及により、松林内の落枝・落葉が薪などとし
び必要性 て利用されなくなり、堆積した落葉等が林地を肥沃化させてい

る。このため広葉樹が侵入成長し、松林は菌根菌が減少して生
理的に脆弱化し、白砂青松の景観が失われる可能性がある。

取 組 の 内 容 【これまでの取組内容】
平成２０年１１月に秋田県由利地域振興局及び由利本荘市が

主催し、松林内の侵入広葉樹の除去事業を実施した跡にボラン
ティアによる表土掻き起こし作業を実施。平成２１年度より由
利森林管理署及びにかほ市が主催団体に加わる。
【平成２３年度取組内容】

由利本荘市及びにかほ市の海岸林において、森林ボランティ
ア団体や一般市民と連携して、松林内の枯れ枝等の回収と表土
掻き起こしを実施。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （準備・安全作業指導）

連携協働相 由利地域振興局、由利本荘市、にかほ市
手先・役割 （企画・参加者募集・準備・安全作業指導）

取組の結果、 国有林・民有林の関係行政機関が主催し、一般市民やボラン
反響、今後の ティア団体と連携して健全な松林を目指す取り組みは、新聞等
課題等 でもその効果が大きく報道されるとともに、松林に隣接する地

域住民や市民から評価されていることから、引き続き、民・国
が連携して取り組む必要がある。

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース、市広報誌への情報提供
況及びその期 効果：国有林と民有林を管轄する行政が連携して取り組むこと
待する効果 への評価が期待できる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 松林健全化ボランティア作業の支援

○開会セレモニー ○開会セレモニー

○作業前の林床 ○落ち葉掻き等作業

○落ち葉掻き等作業 ○落ち葉等運搬
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９７ 東北森林管理局

取 組 名 「あきぎんの森」協定に基づく森林再生（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市水林国有林「あきぎんの森」
実施日 平成２３年７月３０日（土）

取組の背景及 平成２１年７月１３日に秋田銀行創業１３０周年事業の一環
び必要性 として、松くい虫被害を受けた水林国有林の再生を目的とした

「森林ボランティアの森林づくり活動に関する協定書（愛称「あ
きぎんの森」）」が締結された（面積 0.77ha）。なお、本協定は
通達の改正により、「社会貢献の森」と名称変更し、平成２３
年５月３１日に再協定（協定期間平成２６年３月末まで）。

取 組 の 内 容 【これまでの取組内容】
秋田銀行及び関連会社の役職員とその家族約 390 名が参加し
て、全体面積 0.77ha のうち 0.40ha にクロマツ 2，700 本（うち、
抵抗性マツ 250 本）を植栽。
【平成２３度の取組内容】
秋田銀行役職員等 64 名が参加し、協定区域内に植栽したクロ
マツ林の下刈り作業と区域内にある天然生クロマツ林の本数調
整伐（0.19ha）を実施。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （準備・指導助言）

連携協働相 秋田銀行
手先・役割 （企画・準備・進行・プレスリリース・物品役務提供）

取組の結果、 森づくり活動に参加した社員から「環境に役立つ活動に携わ
反響、今後の ることができいい経験になった」との声が寄せられるなど、毎
課題等 年参加希望者が予定人数を大幅に上回る結果となっている。

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース
況及びその期 効果：企業による森林づくり活動を支援することにより、対象
待する効果 とする水林海岸林の飛砂防備など多面的な機能を発揮で

きる森林への再生ができる。
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 「あきぎんの森」協定に基づく森林再生

○新聞報道（秋田魁 H23.8.6）

○天然生クロマツ林整備 ○クロマツ下刈り作業

○クロマツ下刈り作業 ○参加者記念写真
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９８ 東北森林管理局

取 組 名 森林講座の実施（継続）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市由利森林管理署会議室
実施日 平成２３年８月２３日（火）～９月６日（火）

取組の背景及 平成２１年７月２３日に国史跡「鳥海山」が指定されたこと
び必要性 により、地域のシンボルである鳥海山の歴史・文化・自然につ

いて知りたいとの要望が強いことから、関係団体等と連携し、
一般市民を対象とした森林講座を開設。

取 組 の 内 容 ・テーマ「鳥海山の自然と文化」
・カリキュラム（全５回）

第１回（８／２３）「鳥海山の四季」：本荘山の会
第２回（８／２５）「登山道矢島口の魅力」：矢島見どころ案内人の会
第３回（８／３０）「鳥海マタギ」：鳥海山岳会
第４回（９／１） 「鳥海山の華麗な花々」：鳥海山の会
第５回（９／６） 「桑ノ木台湿原」：由利森林管理署

・受講者延べ１４４名

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （企画・募集・講師・進行・資料準備）

連携協働相 ＮＰＯ団体等
手先・役割 （講師・資料準備）

取組の結果、 行政がひとつのテーマで一般住民と接触する機会を持つ取り
反響、今後の 組みが評価されている。また、国史跡「鳥海山」の大部分が国
課題等 有林であり、鳥海山の貴重な自然環境を保全管理している国有

林の役割について理解が深まった。

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース、道の駅等公共施設にチラシ備え付け
況及びその期 効果：一般市民からの受講希望者が確保できる。
待する効果
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林講座の開設

○募集チラシ ○由利本荘市広報（平成２３年 8 月１日号）

○受講者
○第１回講座（開講式）

○第２回講座（登山道矢島口の魅力）

○第３回講座（鳥海マタギ）
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平成２３年度 実施メニュー実施結果表

No．９９ 東北森林管理局

取 組 名 森のようちえん（新規）

流 域 名 子吉川流域

森林管理署名 由利森林管理署

実施箇所及び ・秋田県由利本荘市水林運動公園（国有林貸付地）
実施日 平成２３年１０月１９日（水）

取組の背景及 幼児教育として取り組まれている「森のようちえん」は、「森
び必要性 での自然体験を通して、子どもをたくましく育てる」ことを目

的としており、幼稚園・保育園関係者から森のプロ集団である
国有林へ企画・実施の要望がある。

取 組 の 内 容 秋田県由利本荘市にある「若草幼稚園」の年長組（２４名）
を対象に、「森に遊び、森を知り、友だちを知る」をテーマと
したプログラムを作成し、「カモフラージュ」や「目かくしイ
モ虫」など、五感を使って森に親しむゲームを実施。

国有林担当 由利森林管理署
部局・役割 （プログラムの作成と実施）

連携協働相 学校法人鶴舞学園「若草幼稚園」
手先・役割 （園児引率・保護者との連絡、幼児教育研究会で実施報告）

取組の結果、 園と保護者の連絡帳に、園児から家族へ「初めての体験と感
反響、今後の 動をうれしそうに話してくれた」との記載が多くあったことが
課題等 報告されるとともに、継続した実施を強く要望されていること

から、署スタッフのスキルアップを含めた実施体制を充実する
必要がある。

ＰＲの実施状 ＰＲ：プレスリリース及び幼児教育研究会での実践報告
況及びその期 効果：森のプロ集団としての国有林野事業に対する期待
待する効果
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【 参 考 資 料 】

取 組 名 森のようちえん（新規）

アイスブレイク

（スタッフ自己紹介と決めのポーズ）

プログラム① カモフラージュ

（生き物の暮らしを考える）

プログラム③ 万華鏡で遊ぼう

（紅葉した葉や花びらで不思議な模様

を楽しむ）

プログラム② 目かくしイモ虫

（感覚をとぎすます）

秋田魁新聞 H23.10.24（月）朝刊

記載例１記載例２


